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使用前に必ずお読みください 
■本書の目的 
本製品を本製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。本書は、本製品を正しくお使いい

ただくための手引きです。必要なときにいつでもご覧いただくために、大切に保管していただきます

ようお願いいたします。 
 

■ご注意 
· 本製品の故障・誤作動・不具合・通信不良、停電・落雷などの外的要因、第3者による妨害行為など

の要因によって、通信機会を逃したために生じた損害などの純粋経済損失につきましては、当社は一

切その責任を負いかねます。 

· 通信内容や保持情報の漏洩、改竄、破壊などによる経済的・精神的損害につきましては、当社は一切

その責任を負いかねます。 

· 本製品は、一般家庭や小規模事業所におけるブロードバンド環境下での利用を前提にしています。物

理的・論理的に規模の大きなネットワークや、一般的ではない環境または目的で本製品を使用した場

合、正常に動作しない可能性があります。 

· 本製品パッケージ等に記載されている性能値（スループット）は、当社試験環境下での参考測定値で

あり、お客様環境下での性能を保証するものではありません。また、バージョンアップ等により予告

無く性能が上下することがあります。 

· ハードウェア、ソフトウェア、外観に関しては、将来予告なく変更されることがあります。 

· 本製品内部のソフトウェア（ファームウェア）更新ファイル公開を通じた修正や機能追加は、お客様

サービスの一環として随時提供しているものです。内容や提供時期に関しての保証は一切ありません。 

· 一般的に、インターネットなどの公衆網の利用に際しては、通信事業者との契約が必要になります。 

· 通信事業者によっては公衆網に接続可能な端末台数を制限、あるいは台数に応じた料金を設定してい

る場合があります。通信事業者との契約内容をご確認ください。 

· 輸送費、設定、調整、設置工事などは、お客様負担となります。 

· 本製品は日本国内仕様であるため、別途定める保証規定は日本国内でのみ有効です。 
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■著作権等 
· 本書に関する著作権は、プラネックスコミュニケーションズ株式会社へ独占的に帰属します。 

プラネックスコミュニケーションズ株式会社が事前に承諾している場合を除き、形態及び手段を問わ

ず、本書の記載内容の一部、または全部を転載または複製することを禁じます。 

· 本書の作成にあたっては細心の注意を払っておりますが、本書の記述に誤りや欠落があった場合もプ

ラネックスコミュニケーションズ株式会社はいかなる責任も負わないものとします。 

· 本書の記述に関する、不明な点や誤りなどお気づきの点がございましたら、弊社までご連絡ください。 

本書および記載内容は、将来予告なく変更されることがあります。 

●マニュアル内の表記について 

本マニュアル内では製品の名称を本製品と表記します。区別が必要な場合は製品型番で表記します。 

本マニュアルにおける記載内容は、将来予告なく変更されることがあります。 

●記載の会社名および製品名は各社の商標または登録商標です。 

User’s Manual Version 1.1 No.PMN-0610_TN_CQW-54AGX 
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■設置及び保管に関して 
· 動作環境範囲外で本製品をご利用にならないでください。 

範囲外の温度や湿度の環境でご利用になることで、感電、火災などの発生、または製品の誤作動、故

障などの原因となる恐れがあります。 

· 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くで本製品をご利用にならないでください。 

本製品が加熱することで、感電、火災などの発生、または製品の誤作動、故障などの原因となる恐れ

があります。 

· 温度変化の激しい場所で本製品をご利用にならないでください。 

動作範囲内の温度であっても温度変化が激しい場所でご利用することで、結露などが原因で感電、火

災などの発生、または製品の誤作動、故障などの原因となる恐れがあります。 

· 本製品の近くに液体が入った容器を置かないでください。 

本製品に液体がこぼれることで、感電、火災などの発生、または製品の誤作動、故障などの原因とな

る恐れがあります。 

· コンピュータの取り付け口に異物などが混入しているときは取り除いてください。 

コンピュータの取り付け口に異物が混入した状態で本製品を取り付けることで、感電、火災などの発

生、または製品の誤作動、故障などの原因となる恐れがあります。 

· 本製品を分解、改造しないでください。 

本製品を分解または改造することで、感電、火災などの発生、または製品の誤作動、故障などの原因

となる恐れがあります。また改造は法律で禁止されています。 

本製品のご利用に際して、以下の警告および注意をご覧いただき必ずお守りください。 
これらの事項が守られないとき、「感電」「火災」「故障」などが発生する場合があります。 

これによって本製品を利用される方が負傷されたり死亡につながる恐れがあります。また、

万一「発火」「発煙」「溶解」などが発生した場合には速やかに本製品の利用を中止し、 

弊社サポートセンターへ連絡するようお願いいたします。 

警告

本製品を安全にご利用いただくために 
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■取り扱いに関して 
· 高温に注意してください。 

本製品の使用中は高温になっている恐れがあります。不用意に触ると火傷の恐れがあります。 

· 湿気やほこりの多いところに保管しないでください。 

湿気やほこりの多いところに保管することで、感電、火災などの発生、または製品の誤作動、故障な

どの原因となる恐れがあります。 

· 本製品を重ねて設置しないでください。 

本製品を重ねて設置することで製品が加熱し、感電、火災などの発生、または本製品の誤作動、故障

などの原因となる恐れがあります。 

· 振動の多い場所や不安定な場所で本製品をご利用にならないでください。 

振動の多い場所や不安定な場所で本製品をご利用になることで、本製品の落下、誤作動、故障などの

原因となる恐れがあります。 

· 静電気に注意してください。 

本製品は精密機器です。静電気の影響によって、製品の誤作動、故障などの原因となる恐れがありま

す。本製品を取り付ける際は、コネクタや取り付け部分を触れないなどの注意をしてください。 

· 落下や衝撃に注意してください。 

 本製品に落下や衝撃を与えることで、感電、火災などの発生、または製品の誤作動、故障などの原因

となる恐れがあります。 

 

■その他 
・ 本製品は日本国内でご利用ください。 

本製品は日本の国内法のもとで利用可能な製品です。海外での利用はできません。また、本製品ご利

用の際は各地域の法令や政令などによって利用の禁止や制限がなされていないかご確認してください。 

・ ご利用のコンピュータのデータのバックアップを取得してください。 

 本製品のご利用にかかわらず、コンピュータのデータのバックアップを定期的に取得してください。

万一不測の事態が発生し不用意なデータの消失や復旧が不可能な状態に陥ったとき回避策になります。

なお、本製品のご利用に際しデータ消失などの障害が発生しても、弊社では保証いたしかねることを

あらかじめご了承ください。 
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１ はじめに  
   このたびは、ワイヤレスビーム(CQW-54AGX)をお買い上げ頂きまして、誠に有難うございます。 

   本装置は、インターネットに接続するためのＷＡＮインタフェース、８ポートのＬＡＮインタフェース（８ポートの 

   スイッチングＨＵＢと同等です）、２枚の無線ＬＡＮインタフェースから構成されています。 

   本装置を用いて以下の構成を実現できます。 

 

（１） 無線 LAN マルチリンクネットワーク 

２枚の無線インタフェースを束ねて、無線区間で最大物理速度１０８Mbps の通信が可能です。 

（２） 無線 LAN２波独立ネットワーク 

２枚の無線インタフェースは、２台の無線 LAN アクセスポイントとして動作させることも可能です。また、 

２台の無線 LAN 端末（子機）としても動作させることが可能です。また、１台の無線 LAN アクセスポイントと

１台の無線 LAN 端末（子機）としても動作できます。 

（３） 無線／有線 LAN ブリッジネットワーク 

無線／無線 LAN ブリッジ構成、または、無線／有線 LAN ブリッジ構成が可能です。 

 

※他社無線 LAN ブリッジ装置との動作保障はありません。ブリッジ構成は弊社無線 LAN 装置間で構成 

  願います。 

 

※無線 LAN 構成の具体的な設定方法については「６章 無線動作モードについて」をご参照ください。 

 

 

  ・無線 LAN マルチリンクネットワーク 
     構成例は、図 1-1 の通りです。無線 LAN マルチリンクでの動作時、ワイヤレスビームはルータとして動作 

    します。 図 1-1 の無線区間で、一方のワイヤレスビームはアクセスポイントとして動作し、他方のワイヤ 

    レスビームはステーション（子機）として動作します。最大物理速度は１０８Mbps、最大実効速度は UDP プロ 

    トコルで５４Mbps 以上です。 

                        10.0.0.101        10.0.0.102 

   ＬＡＮｲﾝﾀﾌｪｰｽ                                             ＬＡＮｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

    192.168.1.1                                               192.168.2.1 

 

                      

              アクセスポイント                     ステーション   

 

図 1-1 無線 LAN マルチリンクネットワーク 

 

   LAN 側のネットワークアドレスは“192.168.1.ｘｘ”、または”192.168.2.ｘｘ”のように異なったネットワークアドレスを 

   指定してください。無線インタフェース２本を束ねた論理的なネットワークに対し、IP アドレスを例えば、 

   “10.0.0.101”、または、”10.0.0.102“のように設定してください。 

無線 1 波 

無線 1 波 

装置Ａ 
装置Ｂ 

ワイヤレス 

ビーム 

(CQW-54AGX） 

ワイヤレス 

ビーム 

(CQW-54AGX) 

192.168.1.10 
192.168.2.10 

無線区間 
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  無線 LAN マルチリンクネットワークでは、アクセスポイント／ステーションが１対１の構成以外に、１アクセスポイ 

  ント対 N 台のステーションの構成も可能です。N は最大１６です。 

   

                        10.0.0.101        10.0.0.102 

   ＬＡＮｲﾝﾀﾌｪｰｽ                                             ＬＡＮｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

    192.168.1.1                                               192.168.2.1 

 

                      

              アクセスポイント                     ステーション   

 

 

                                      10.0.0.103 

                                                         ＬＡＮｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

                                                          192.168.3.1 

 

                      

                                             ステーション   

 

図 1-2 無線 LAN マルチリンクネットワーク（２台のステーションの場合） 

 

    無線 LAN マルチリンクネットワークでは、ブリッジ構成にすることはできません。 

 

 

※無線 LAN マルチリンクネットワークの具体的な設定例については「６．１章 無線 LAN マルチリンク 

 ネットワークの設定」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

無線 1 波 

無線 1 波 

装置Ａ 
装置Ｂ 

ワイヤレス 

ビーム 

(CQW-54AGX） 

ワイヤレス 

ビーム 

(CQW-54AGX) 

)192.168.1.10 
192.168.2.10 

無線 1 波 

無線 1 波 

装置 C 

ワイヤレス 

ビーム 

(CQW-54AGX) 

192.168.3.10 
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・無線 LAN２波独立ネットワーク 
      構成は、図 1-3 の通りです。２台の無線 LAN アクセスポイントとしても動作できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        LAN 

 

 

 

図 1-3 無線 LAN２波独立ネットワーク 

 

 

ワイヤレス 

ビーム 

 

(CQW-54AGX) 

無線ＬＡＮ端末 

A-1 

無線ＬＡＮ端末 

A-2 

無線 1 波 

 ESSID：AAAA 

無線 1 波 

 ESSID:BBBB 

無線ＬＡＮ端末 

B-1 

無線ＬＡＮ端末 

B-2 
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・無線／有線 LAN ブリッジネットワーク 
  無線／有線 LAN ブリッジは以下の３種類の構成が可能です。 

 

 （１）対向する無線/有線 LAN ブリッジ 

 

        LAN                                                    LAN 

 

       192.168.1.10                                           192.168.1.20 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4 対向する無線/有線 LAN ブリッジ 

 

       ワイヤレスビームの残りの無線インタフェースは無効（動作停止）にしてください。無効にするには 

 “４．３ Ｗｉｒｅｌｅｓｓ ８０２．１１ａ／ｂ／ｇ インタフェースの設定”を参照してください。 

 

 （２）子機がノート PC の場合 

        LAN                                                   

 

       192.168.1.10 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5 ノート PC を子機とした無線 LAN ブリッジネットワーク 

 

      ワイヤレスビームの残りの無線インタフェースは無効（動作停止）にしてください。無効にするには 

      “４．３ Ｗｉｒｅｌｅｓｓ ８０２．１１ａ／ｂ／ｇ インタフェースの設定”を参照してください 

ワイヤレス 

ビーム 

 

(CQW-54AGX) 

PC 

無線１波 192.168.1.１00 

ワイヤレス 

ビーム 

 

(CQW-54AGX) 

PC 

無線１波 

192.168.1.20 

192.168.1.１00 

ワイヤレス 

ビーム 

 

(CQW-54AGX) 

PC 

192.168.1.201 

ノート PC 

X X

X 
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 （３）無線／無線 LAN ブリッジ 

 

   無線／無線ブリッジが構成できます。 中間の無線／無線ブリッジはＩＰアドレスのホスト ID 値の範囲に 

   制約されますが複数設置できます。 

 LAN                                                                  LAN 

 

                                                        

 

 

      192..168.1.1                                                               192.168.1.2 

 

 

        192.168.1.10                                                       192.168.1.20 

図 1-6 無線/無線 LAN ブリッジ 

    無線/無線ブリッジでは２枚の無線インタフェースを有効にします。３台のワイヤレスビームはすべて無線/ 

    有線 LAN ブリッジで構成します。両端のワイヤレスビームの残りの無線インタフェースは無効（動作停止）に 

    してください。ワイヤレスビームの残りの無線インタフェースは無効（動作停止）にしてください。無効にする 

    には、“４．３ Ｗｉｒｅｌｅｓｓ ８０２．１１ａ／ｂ／ｇ インタフェースの設定”を参照してください 

 

  ・インターネットへの接続 

   ワイヤレスビームをインターネットに接続する場合は、WAN インタフェースにインターネットからの LAN ケーブ 

   ルを接続します。ワイヤレスビームはインターネットに接続する場合に PPPoE プロトコルを用いることを指定し 

   たり、ISP から DHCP プロトコルを用いて、IP アドレスの割り当てを受けることができます。ワイヤレスビーム 

   は、ブロードバンドルータとして動作し、LAN インタフェース上の PC に対し、NAT 機能の提供や、DMZ 機能と 

   してインターネットから受信したパケットを LAN 上の PC に転送する機能があります。インターネットからの 

   攻撃を防止するためにセキュリティ・アイコンからファイアウオールを設定できます。 

 

 

 

 

                            WAN ｲﾝﾀﾌｪｰｽ                LAN 

 

 

 

 

 

図 1-7 インターネットへの接続 
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ﾓﾃﾞﾑ等
ｲｰｻﾈｯﾄ 

X X 
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２ セットアップの準備 
   ワイヤレスビーム（CQW-54AGX）のセットアップ（環境設定）には、パソコン（PC）が必要です。 

   PC 上の Microsoft Windows 等からブラウザ（Internet Explorer 等）を用いて、セットアップ内容を指示します。 

   PC とワイヤレスビームの LAN インタフェースを、LAN ケーブルで結線して、アクセスしてください。 

    工場出荷時、ワイヤレスビームの IP アドレスは「１９２．１６８．１．１｣です。 

   PC 上のブラウザから、“http://192.168.1.1/”という URL でアクセスしてください。 

 

３ パスワードの設定とホーム画面の表示 
   セットアップ PC からブラウザを起動し、URL に、「ｈｔｔｐ：//１９２．１６８．１．１」と指定してください。 

   ブラウザの画面に以下のパスワード設定画面が表示されます。 

 

図 3-1 ログイン画面 

 

   新しいログインパスワードを２回入力して下さい。カーソルの移動は TAB キーで行ってください。 

   ２回パスワードを入力し、OK ボタンを押下しますと、次頁のホーム画面が表示されます。 

   入力したログインユーザ名の”ａｄｍｉｎ”とログインパスワードは、ブラウザを起動する毎に問い合わせが 

   ありますので、忘れないようにしてください。ログインパスワードを忘れてしまった場合は、「第７章 工場出荷 

   時に戻す」の章を参照してください。 
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図 3-2 ホーム画面 

 

  ホーム画面の左側に表示された以下のアイコンをクリックすると、各種の動作パラメータを設定できます。 

  WAN 接続設定アイコン：  WAN インタフェースの PPPoE の設定、VPN の設定、ＩＰＳｅｃの設定を行います。 

  ネットワーク詳細設定アイコン：ＩＰアドレス設定等、ネットワークインタフェースの設定を行います。 

  セキュリティ設定アイコン： ファイアウオールの設定を行います。無線のセキュリティは無線 LAN 設定の 

                    無線 LAN パラメータ設定から、指定できます。 

  カスタム設定アイコン：   各種のカスタム設定を行えます。また、再起動も可能です。 

  システム情報アイコン：   システム情報を表示できます。 

  無線 LAN 設定アイコン：  無線ＬＡＮの動作モード、無線ＬＡＮ接続のパラメータを設定できます。 

  ログオフアイコン：      画面を終了させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種の動作パラメー

タを選択するため、

アイコンをクリックし

て下さい。 
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４ 各種インタフェースについて 

４．１ ＬＡＮ Ｅｔｈｅｒｎｅｔインタフェースの設定 
 

    ＬＡＮ ＥｔｈｅｒｎｅｔインタフェースのＩＰアドレスを変更するには、ホーム画面からネットワーク詳細設定を選択し 

ます。 ネットワーク詳細設定をクリックしますと、以下のネットワーク詳細設定画面が表示されます。 

 

 

 

図 4-1-1 ネットワーク詳細設定画面 

 

   ＬＡＮのＩＰアドレスを変更するには、右側の項目の真中に表示されている「ＬＡＮ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ」をクリックします。 

   ＬＡＮ Ｅｔｈｅｒｎｅｔをクリックすると、ＬＡＮ Ｅｔｈｅｒｎｅｔの状態を表示する次ページの画面が表示されます。 

   ＬＡＮのＩＰアドレスを変更するには、さらに画面の下側にある「詳細設定」のボタンをクリックします。 

   詳細設定ボタンをクリックするとＩＰアドレスを変更できる画面が表示されます。 

※無線動作モード設定でマルチリンクを選択しないと Wireless Multi Link インタフェースは表示されません。 

※削除ボタンをクリックするとインタフェースが削除されます。復旧させるには工場出荷時に戻す必要がありま

す。 
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図 4-1-2 ＬＡＮ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ設定 

 

     詳細設定ボタンをクリックすると、以下の画面が表示されます。 
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図 4-1-3 詳細設定ＬＡＮ Ｅｔｈｅｒｎｅｔ画面 

 

   ・ＩＰアドレス、サブネットマスクの変更 

    ワイヤレスビーム（CQW-54AGX）のＬＡＮインタフェースのＩＰアドレスを指定します。サブネットマスクも指定し 

    てください。 

・デフォルトゲートウェイの設定 

ワイヤレスビームは、受信したIPパケットの送信先となる特定の通信装置が判断できない場合、デフォルトゲ

ートウェイに受信した IP パケットを送信します。デフォルトゲートウェイが LAN 上に存在する場合は、デフォル

トゲートウェイの IP アドレスを指定してください。同時に、デフォルトルートの□の中をクリックして下さい。 デ

フォルトルートのレが表示されている場合、デフォルトゲートウェイの設定が有効であることを示しています。

デフォルトゲートウェイを複数の通信インタフェースで指定すると最後に設定したデフォルトゲートウェイが 

有効になります。 
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   ・DHCP サーバ 

    LAN インタフェースに対し DHCP サーバを有効にするか、無効にするかを指定できます。DHCP サーバの 

    割り当て開始 IP アドレス、割り当て終了 IP アドレス、および、サブネットマスク等の指定はカスタム設定 

    画面の DHCP サーバ画面から設定してください。 

   ・RIP ルーティングプロトコル 

    RIP ルーティングプロトコルを用いる場合は□の中をクリックして下さい。 

    レが表示されている場合は、有効な場合です。 

    変更後は必ず、OK ボタンを押下してください。キャンセルする場合はキャンセルボタンを押下し下さい。 

   ・マルチキャストは現版ではサポートしておりません。 
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４．２ Ｗｉｒｅｌｅｓｓ Ｍｕｌｔｉ Ｌｉｎｋインタフェースの設定 
 

    Wireless Multi Link インタフェースの設定も、ネットワーク設定画面で、「Ｗｉｒｅｌｅｓｓ Ｍｕｌｔｉ Ｌｉｎｋ」を 

    クリックし、LAN インタフェースの設定の操作と同様にして、ＩＰアドレスを変更できます。 

    設定する IP アドレスは、特に問題がなければ、一方が「１０．０．０．１０１」とし、他方を「１０．０．０．１０２」に 

    設定してください。 

 

 

図 4-2-1 Ｗｉｒｅｌｅｓｓ Ｍｕｌｔｉ Ｌｉｎｋ設定 

 

※無線動作モード設定でマルチリンクを選択し、再起動しないと Wireless Multi Link インタフェースは 

  表示されません。 

 

     詳細設定ボタンをクリックすると、以下の画面が表示されます。 
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図 4-2-2 Wireless Multi Link 詳細設定 

 

   ・ＩＰアドレス、ネットワークアドレスの変更 

    Wireless Multi Link インタフェースのＩＰアドレスを指定します。サブネットマスクも指定してください。 

    Wireless Multi Link インタフェースは２枚の無線インタフェースを束ねた論理的なインタフェースです。 

・デフォルトゲートウェイの設定 

ワイヤレスビームは、受信したIPパケットの送信先となる特定の通信装置が判断できない場合、デフォルトゲ

ートウェイに受信した IP パケットを送信します。デフォルトゲートウェイが LAN 上に存在する場合は、デフォル

トゲートウェイの IP アドレスを指定してください。同時に、デフォルトルートの□の中をクリックして下さい。 デ

フォルトルートのレが表示されている場合、デフォルトゲートウェイの設定が有効であることを示しています。

デフォルトゲートウェイを複数の通信インタフェースで指定すると最後に設定したデフォルトゲートウェイが 

有効になります。 

   ・マルチキャストは現版ではサポートしておりません。 
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   ・DHCP サーバ 

    Wireless Multi Link インタフェースに対し DHCP サーバを有効にするか、無効にするかを指定できます。 

    DHCP サーバの割り当て開始 IP アドレス、割り当て終了 IP アドレス、および、サブネットマスク等の指定は 

    カスタム設定画面の DHCP サーバ画面から設定してください。 

   ・RIP ルーティングプロトコル 

    RIP ルーティングプロトコルを用いる場合は□の中をクリックして下さい。 

    レが表示されている場合は、有効な場合です。 

    変更後は必ず、OK ボタンを押下してください。キャンセルする場合はキャンセルボタンを押下し下さい。 

   ・マルチキャストは現版ではサポートしておりません。 
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４．３ Ｗｉｒｅｌｅｓｓ ８０２．１１ａ／ｂ／ｇ インタフェースの設定 
 

    無線ＬＡＮインタフェースの設定も、ネットワーク設定画面で、「Ｗｉｒｅｌｅｓｓ ８０２．１１ａ／ｂ／ｇ」を 

    クリックし、ＩＰアドレスを変更できます。 

    ＩＰアドレス等、無線 LAN インタフェースのネットワークに関する設定はこの画面で行います。 

    無線接続に関する設定は「５． 無線ＬＡＮパラメータ設定について」を御参照ください。 

 

    無線インタフェースの通信を停止させる場合は、画面上部の無効ボタンをクリックしてください。 

    無線インタフェースを無効にした後、再度有効にする場合は再起動後、ネットワーク設定画面で 

    該当する無線インタフェースの修正ボタンをクリックしてから、無線インタフェースを有効にして 

    ください。 

 

 

図 4-3-1 Ｗｉｒｅｌｅｓｓ ８０２．１１ａ／ｂ／ｇ 設定 

 

     詳細設定ボタンをクリックすると、以下の画面が表示されます。 

 



 

 - 20 - 

 

図 4-3-2 Ｗｉｒｅｌｅｓｓ ８０２．１１ａ／ｂ／ｇ 詳細設定 

 

   ※無線動作モード設定でマルチリンクを選択した場合は「ＩＰ設定」以下は表示されず Ｗｉｒｅｌｅｓｓ ８０２．１１ａ 

／ｂ／ｇ インタフェースに対してＩＰアドレスを割り当てる必要はありません。  

 

   ・ＩＰアドレス、ネットワークアドレスの変更 

    無線２波独立モードでは、Ｗｉｒｅｌｅｓｓ ８０２．１１ａ／ｂ／ｇインタフェースのＩＰアドレスを指定します。サブネッ 

    トマスクも指定してください。 

・デフォルトゲートウェイの設定 

ワイヤレスビームは、受信したIPパケットの送信先となる特定の通信装置が判断できない場合、デフォルトゲ

ートウェイに受信した IP パケットを送信します。デフォルトゲートウェイがＷｉｒｅｌｅｓｓ ８０２．１１ａ／ｂ／ｇインタ

フェース上に存在する場合は、デフォルトゲートウェイの IP アドレスを指定してください。同時に、デフォルトル

ートの□の中をクリックして下さい。 デフォルトルートのレが表示されている場合、デフォルトゲートウェイの

設定が有効であることを示しています。デフォルトゲートウェイを複数の通信インタフェースで指定すると最後

に設定したデフォルトゲートウェイが有効になります。 
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   ・DHCP サーバ 

    Ｗｉｒｅｌｅｓｓ ８０２．１１ａ／ｂ／ｇインタフェースに対し DHCP サーバを有効にするか、無効にするかを指定で 

    きます。DHCP サーバの割り当て開始 IP アドレス、割り当て終了 IP アドレス、および、サブネットマスク等の 

    指定はカスタム設定画面の DHCP サーバ画面から設定してください。 

   ・RIP ルーティングプロトコル 

    RIP ルーティングプロトコルを用いる場合は□の中をクリックして下さい。 

    レが表示されている場合は、有効な場合です。 

    変更後は必ず、OK ボタンを押下してください。キャンセルする場合はキャンセルボタンを押下し下さい。 
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５ 無線ＬＡＮパラメータ設定について 
    無線ＬＡＮアクセスポイントや無線ＬＡＮ端末(ステーション)、無線セキュリティ等の無線接続に関する 

   設定は「無線ＬＡＮ設定」で行います。 

５．１ 無線ＬＡＮ基本設定 
 

     IEEE802.11ａ/ｇの設定や、アクセスポイント、ステーションの設定は、左側にある無線 LAN 設定アイコンを 

     クリックし、無線 LAN パラメータ設定１をクリックします。 

 

 

図 5-1-1 無線 LAN 設定 

 

        また、２枚目の無線 LAN カードのパラメータを設定する場合は、「無線 LAN パラメータ設定２」を 

        クリックします。「無線 LAN パラメータ設定１」をクリックしますと、図 5-1-2 が表示されます。 
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図 5-1-2 無線 LAN パラメータ設定１（ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄﾓｰﾄﾞ） 

 

      AP/STA のアクセスポイントモードをステーションモードに変更すると、図 5-1-3 の通りになります。 

 

図 5-1-3 無線 LAN パラメータ設定１（ｽﾃｰｼｮﾝﾓード） 

 

    アクセスポイントモードでは、IEEE802.11ａ/ｂ/ｇの指定、チャネルの指定が可能です。 

    ステーションモードでは、IEEE802.11ａ/ｂ/ｇの指定、送信速度が指定できます。送信速度は“自動”を 

    お勧めします。接続ＡＰは既定値で“ａｎｙ”となっています。ＳＳＩＤが一致すれば、どのＡＰにも接続可能です。 

    特定のＡＰにだけ、接続させたい場合は、ＡＰのＭＡＣアドレスを指定できます。接続ＡＰのＭＡＣアドレスは 

    １６進で１バイト毎に“：”を指定してください。（例、 “００：９０：ｃｃ：１１：２２：３３”） 
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   アクセスポイントモードでは、チャネル利用状況を調べることができます。但し、チャネル利用状況を調べた 

   後、アクセスポイントとして動作させるには再起動が必要です。 

   ステーションモードでは、アクセスポイント（AP）を検索できます。但し、アクセスポイントを検索した後、ステー 

   ションとして動作させるには再起動が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    右旋円偏波アンテナ、左旋円偏波アンテナを用いて、２組とも IEEE 802.11ｇを選択した場合は、２組の無線 

    通信時の干渉による通信性能の劣化を防ぐため、充分チャネル間隔をあけてください。例えば、１組み目は 

    ２ｃｈ使用し、他の組みは１０ｃｈを使用してください。屋内でオムニアンテナを用いて使用する場合は、一方を 

    IEEE802.11a に設定し、他方を IEEE802.11g に設定してください。 

 

 

 

       お願い 

        無線ＬＡＮのパラメータを変更した場合は、カスタム画面の再起動を選択して、再起動 

       してください。起動時に無線 LAN パラメータが有効になります。 

電波法上、屋外でＩＥＥＥ８０２．１１ａ（5.17GHz、5.19GHz、5.21GHz、若しくは 5.23GHZ）を使用

することは禁止されています。また、IEEE８０２．１１ｂを用いて、１４チャネルを使用する場合に

指向性アンテナは使用できません。無指向性アンテナをご使用ください。 禁止 
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５．２ 無線ＬＡＮセキュリティ（暗号化）設定 
 

    無線区間の通信を暗号化させるには、無線 LAN パラメータ１、または、無線 LAN パラメータ２の 

  無線 LAN パラメータ設定画面でセキュリティ・タブを選択します。セキュリティモードには、 

・WEP 

・WPA-PSK 

・IEEE802.1ｘ (認証) 

が選択できます。Open は暗号化しないことを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2-1 セキュリティモード選択 

 

    セキュリティモードを変更するとモードに伴った設定画面に変わります。 

 

 

 

 

     セキュリティモードにＷＥＰを選択すると、以下の画面が表示されます。 

 ご注意 

       無線 LAN を暗号化せずに使用する場合、攻撃盗聴に無防備であり危険です。安全に 

       無線 LAN を使用するため、暗号化を設定することを強くお勧めします。 
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図 5-2-2 WEP キー入力画面（５文字ーASCII 形式） 

 

     ＡＳＣＩＩ文字列で入力する場合、入力できる文字数は５文字、１３文字、１６文字だけですので注意して 

     ください。１６進数で指定する場合は、５文字相当の場合は、“０ｘ”を付加して“０ｘ１１２２３３４４５５”（例） 

     のように任意の１０文字の１６進数を指定してください。文字数に制限があるのはＡＳＣＩＩ文字列の場合と 

     同様です。５文字入力した場合は４０ビット長のキーに２４ビット追加して６４ビットの秘密鍵となります。 

     １３文字入力した場合は１２８ビットの秘密鍵となります。１５文字入力した場合は１５２ビットの秘密鍵と 

     なります。 

     WEP キーは最大４個のキーが保存できますが、実際に使用されるキーは、デフォルトキーで指定された 

     ＷＥＰキーが有効になります。 
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     セキュリティモードをＷＰA－ＰＳＫに変更すると、以下の画面が表示されます。 

 

 

 

図 5-2-3 セキュリティモード ＷＰＡ－ＰＳＫ 

 

    ＷＰA－ＰＳＫを選択した場合の暗号方式はＴＫＩＰとＡＥＳの二つから選ぶことが出来ます。 

    Ｐａｓｓｐｈｒａｓｅに８文字から６３文字までの任意の文字列を入力してください。 

    鍵更新間隔は秒単位で指定してください。設定が終われば、“ＯＫ”ボタンを押下し、“戻る“で 

    前画面に戻ってください。PSK はＰａｓｓｐｈｒａｓｅを入力すると、自動的に生成されます。 

 

    入力項目は Passphase です。PSK はワイヤレスビームが自動的に設定しますので指定は不要です。 
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     セキュリティモードをＩＥＥＥ８０２．１ｘに変更すると、以下の画面が表示されます。 

 

 

 

図 5-2-4 セキュリティモード ＩＥＥＥ８０２．１ｘ 

 

  ＲＡＤＩＵＳサーバのＩＰアドレス、ＲＡＤＩＵＳサーバに設定したＳｈａｒｅｄ Ｓｅｃｒｅｔ Ｋｅｙを入力してください。 

 

  ※ＩＥＥＥ８０２．１ｘが選択できるのはアクセスポイントモード時のみです。 
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５．３ 無線ＬＡＮ-ＭＡＣフィルタリングの設定 
 

     

図 5-3-1 MAC フィルタリング画面 

 

   MAC フィルタ・タブをクリックし、MAC アドレスを入力し、“追加“ボタンをクリックすると、アクセスを許可する 

   無線 LAN 端末を指定することができます。MAC アドレスの記述は１６進形式で１バイト毎に“：”を指定する 

   必要があります。  記述例は ００：９０：ｃｃ：１２：３４：５６ です。 

 

   ※MAC フィルタリング・タブが表示されるのはアクセスポイントモード時のみです。 
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５．４ 無線ＬＡＮ-アドバンストの設定 
  

   アクセスポイントモードで、無線 LAN アドバンスト・タブを選択すると下図のような画面に切り替わります。 

   各項目の説明は“５．４．１ SSID の隠蔽（ＥＳＳＩＤステルス）”以降を参照願います。 

 

図 5-4-1 無線 LAN-アドバンスト画面（アクセスポイントモード） 

 

５．４．１ ＳＳＩＤの隠蔽（ＥＳＳＩＤステルス） 
 

    アドバンスト設定画面には ESSID ステルス有効のボタンがあります。 

    ESSID ステルス有効をクリックして、“レ”を表示させて、ワイヤレスビームを再起動しますと、 

    送信する Beacon フレーム内の ESSID を見えない（SSID の隠蔽）ようにします。 

 

５．４．２ ＡＮＹプローブ応答禁止 
 

    子機から SSID を ANY としたプローブ要求を受信した場合に、応答を禁止させたり、応答させることを選択 

    できます。レの印が設定されている場合が ANY プローブ応答を禁止しています。 
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５．４．３ 送信出力 
 

    アクセスポイント、ステーションともに送信出力を制限できます。送信パワーを最大にする場合は”強”に、 

    落としたい場合は、“弱”を選択してください。既定値は”強”です。弱を選択した場合は強に対して、約－１０ 

    デシベルとなります。 

 

５．４．４ 通信範囲 
 

    アクセスポイント／ステーション間が３００ｍ以上の場合は、アクセスポイント側、ステーション側の両方で、 

    距離を“通信範囲”で設定してください。もし、実際の距離が５Ｋｍの場合は余裕をみて、１０Ｋｍを選択して 

    ください。仮に、実際の距離より、大きな距離で選択しても、通信性能が大幅に落ちることはありませんが、 

    実際の距離に対して、距離指定が短い場合、通信性能が大幅に低下する場合があります。 

 

 

図 5-4-3 通信範囲指定 

５．４．５ ＳｈｏｒｔＰｒｅａｍｂｌｅ無効 
 

       ノート PC で構成される無線 LAN 端末には、Long プリアンブルのみを用いるものと、Short プリアンブル 

      を用いるものがあります。ワイヤレスビームは工場出荷時の状態では、Long プリアンブル、および 

      Short プリアンブルのどちらでも送受信できるようになっています。ShortPreamble 無効とすること 

      で Long プリアンブルのみで通信するようになります。 
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５．４．６ ８０２．１１ｇプロテクションモード 
 

      IEEE802.11ｇでは、“CTS のみ”、“RTS/CTS”が選択できます。 

      屋外で隠れ端末問題が、発生した場合は“RTS/CTS”を選択してください。 

      IEEE802.11b と IEEE802.11ｇが混在して使用される環境では“CTS のみ”を選択してください。 
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６．無線動作モードについて 
 

    無線動作モードには 

     ・無線 LAN マルチリンクネットワーク 

     ・無線 LAN２波独立ネットワーク 

     ・無線／有線 LAN ブリッジネットワーク 

    があります。工場出荷時には、 無線ＬＡＮ２波独立のネットワークのモードになっています。他のモードに 

    変更する場合は、無線 LAN 設定アイコンをクリックします。無線 LAN アイコンをクリックすると、図 6-1-1 の 

    画面が表示されます。 

 

 

図 6-1-1 無線動作モード設定 

 

    無線 LAN ブリッジネットワークモードに変更する場合や、マルチリンクネットワークモードに変更する場合は、 

それぞれの○印（ラジオボタン）をクリックしてください。 

    変更したモードが有効になるには、OK ボタンを押下後、カスタム画面で再起動した後です。 

    キャンセルボタンを押下した場合や、再起動しない間は、モードを変更しても、有効になりません。 



 

 - 34 - 

 

    また、無線 LAN ブリッジネットワークに変更した場合や、無線 LAN２波独立ネットワークに変更した場合は、 

    「５章 無線 LAN パラメータの設定について」を参照し、無線 LAN カードの設定を行ってください。 

    無線 LAN カードの設定変更後は、再起動が必要です。 

 

６．１． 無線ＬＡＮマルチリンクネットワークの設定 
    無線ＬＡＮマルチリンクネットワークを構成すると、最大物理速度は１０８Ｍｂｐｓであり、UDP プロトコルを 

    用いた実効速度も５４Ｍｂｐｓ以上が実現できます。設定手順の例として、ハイビジョン(HDTV)のエンコーダと 

    デコーダを、２台のワイヤレスビームを用いて、無線ＬＡＮマルチリンクネットワークで通信する場合をご説明 

    します。 

 

    前提１ HDTV エンコーダ装置のＩＰアドレスを「１９２．１６８．１．１００」とします。 

         HDTV エンコーダ装置のデフォルトゲートウェイとして、ワイヤレスビームの IP アドレスで 

         ある「１９２．１６８．１．１」を設定します。 

    前提２ HDTV デコーダ装置のＩＰアドレスを「１９２．１６８．２．１００」とします。 

         HDTV デコーダ装置のデフォルトゲートウェイとして、ワイヤレスビームの IP アドレスで 

         ある「１９２．１６８．２．１」を設定します。 

          

   ワイヤレスビームの設定手順には 

   設定手順１： 無線 LAN マルチリンクネットワークの設定 

   設定手順２： ＬＡＮインタフェースの設定 

            ＬＡＮインタフェースの設定は、 

              ・ＩＰアドレスの設定 

   設定手順３： 無線ＬＡＮインタフェースの設定 

            無線 LAN インターフェースの設定は、 

・IP アドレスの設定 

・アクセスポイントモード／ステーションモードの設定 

   設定手順４： ルーティング情報の設定 

   があります。 

   ※各インタフェースの設定詳細については「４章 各種インタフェースについて」を御参照ください。 

 

 

  設定手順１（無線 LAN マルチリンクネットワークの設定） 

  工場出荷時の状態では無線２波独立ネットワークになっています。無線 LAN マルチリンクネットワークにするに 

  は、“無線 LAN 設定”アイコンを選択後、“無線 LAN 動作モード”を選択し、“マルチリンク”を選択し、“OK”を押 

  下して、”カスタム画面“から”再起動“を選択してください。 
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図 6-1-2  マルチリンク選択 

 

  設定手順２（LAN インタフェースの設定） 

    HDTV エンコーダ装置側のワイヤレスビームは「192.168.1.1」でそのまま使用できます。 

    HDTV デコーダ装置側のワイヤレスビームを４．１章のＬＡＮインタフェースの設定を参照して「192.168.2.1」に 

    変更する必要があります。ワイヤレスビームの IP アドレスを変更後は、PC の IP アドレスを変更後のネット 

    ワークアドレスに合わせて、PC を[192.168.2.10 等]に変更する必要があります。 

    PC の IP アドレスは「IP アドレスを自動的に取得する」にしておけば、ワイヤレスビームの LAN 側のネットワ 

    ークアドレスが変更された場合でも、PC 上で「ローカルエリア接続」を一旦、無効にし、再度、有効にすること 

    で PC が再び、ワイヤレスビームに接続できます。 
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        ＬＡＮ Ｉ／Ｆ                                     ＬＡＮ Ｉ／Ｆ 

 

 

 

              １９２．１６８．１．１                １９２．１６８．２．１ 

 

 

 

  ＩＰアドレス                                                  ＩＰアドレス 

  １９２．１６８．１．１００                                   １９２．１６８．２．１００ 

                     図 6-1-3 マルチリンク時の LAN インタフェース 

 

  設定手順３（無線ＬＡＮインタフェースの設定） 

  ・IP アドレスの設定 

   論理的な、「Wireless Multi Link」も、IP アドレスをもっており、工場出荷時には「１０．０．０．１０１」と設定され 

   ています。工場出荷時の状態では、２台のワイヤレスビームが共に、同じ「１０．０．０．１０１」という IP アドレス 

   ですので、例では、ＨＤＴＶデコーダ側の「Wireless Multi Link」の IP アドレスを「１０．０．０．１０２」のように 

   変更してください。 

   設定手順の詳細は「４．２章 Wireless Multi Link インタフェースの設定」を参照してください。 

・アクセスポイントモード／ステーションモードの設定 

工場出荷時の状態では、２台のワイヤレスビームが共に、アクセスポイントとなっています。 

“10.0.0.101“側のワイヤレスビームはアクセスポイント・モードでそのままにして、”10.0.0.102”側のワイヤレス 

   ビームの２枚の無線 LAN カードを両方とも”ステーション“に変更してください。 

   また、４枚の無線 LAN カードの周波数を設定してください。 

   例としては、一方をＩＥＥＥ８０２．１１ａとして、チャネルは３４とし、他方をＩＥＥＥ８０２．１１ｇとして、１０ＣＨ等に 

   設定してください。SSID は工場出荷時の場合はそれぞれ“CQW-54AGX-dev0”、“CQW-54AGX -dev１”と異な 

っていますのでそのまま使用することができます。（注：IEEE802.11a は屋内のみで使用願います。） 

      アクセスポイント・モード                 ステーション・モード 

 

 

 

 

          

図 6-1-4 アクセスポイントとステーションモード 

ワイヤレス  

ビームＡ 

ワイヤレス  

ビームＢ 

ＨＤＴＶ 

デコーダ

ＨＤＴＶ 

エン 

コーダ 

ＩＥＥＥ802.11a(CQW-54AGX -dev0)

     ３４CH 

IEEE802.11g (CQW-54AGX -dev1)

     １０CH 

無線 LAN1        

SSID を見て、接続 

無線 LAN２ 

SSID を見て、接続 

ステーション側は 802.11a/g

の選択のみで、CH の選択

は不要です。 
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            AP モード     Ｗｉｒｅｌｅｓｓ Ｍｕｌｔｉ Ｌｉｎｋデバイス  ｽﾃｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ 

 

      ＬＡＮ Ｉ／Ｆ                                              ＬＡＮ Ｉ／Ｆ 

 

 

 

                 １０．０．０．１０１              １０．０．０．１０２ 

 

 

図 6-1-5 マルチリンク時の無線ＬAN インタフェース 

 

 

  設定作業４（ルーティングの設定） 

    工場出荷時の状態ではダイナミックルーティングを制御するＲＩＰ２プロトコルが有効となっていますので 

    設定作業３まで行えば、ＨＤＴＶエンコーダからＨＤＴＶデコーダに画像通信が可能です。 

    スタティックルーティングを用いる場合は、以下の手順を参考にしてください。 

    ワイヤレスビームＡは、ＨＤＴＶエンコーダから宛先ＩＰアドレスが１９２．１６８．２．１００（ＨＤＴＶデコーダ）の 

    ＩＰパケットを受け取ります。このＩＰパケットを対向するワイヤレスビーム B（１０．０．０．１０２）に送信するには 

    ワイヤレスビームＡのカスタム設定画面からルーティング設定画面で、宛先１９２．１６８．２．１００の 

    パケットは１０．０．０．１０２に送信するように設定します。 

    全二重の通信の場合は、ワイヤレスビームＢにも、ルーティング情報で、宛先１９２．１６８．１．１００は、 

    １０．０．０．１０１にルーティングするように設定する必要があります。 

    設定手順は「１４章 ルーティング情報を設定する」を参照してください。 

 

   設定作業の１、２、および、３を実施しますと、ハイビジョン（HDTV)のエンコーダとデコーダ装置は通信が可能 

   となります。RIP/RIP2 を用いるとルーティング設定を省略できます。 

     ４枚の無線 LAN カードの IP アドレスを設定した後、無線の周波数の設定が必要です。また、一方を 

     アクセスポイントモードとし、他方をステーションモードにしてください。 

 

ワイヤレス 

ビームＡ 

ワイヤレス 

ビームＢ 

ＨＤＴＶ 

エン 

コーダ 

ＨＤＴＶ 

デコーダ

無線ＬＡＮ１ｃｈ 

無線ＬＡＮ１ｃｈ 

１９２．１６８．２．１００ 
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７ 工場出荷時に戻す 
 

    工場出荷の状態に戻すには、 

     （１）電源を OFF にする。 

     （２）RESET ボタンを押下したままで電源を ON にする。 

     （３）本体の READY の LED が橙色で複数回点滅するのを確認して、RESET ボタンを離す。 

       

 

８ インターネットに接続する 
 

    インターネットに接続する前に、プロバイダから通知された 

      ・接続ユーザ名 

      ・接続パスワード 

      ・DNS サーバの IP アドレス（プロバイダから通知された場合のみ） 

    を確認してください。プロバイダによっては、上記の呼び方が異なる場合があります。 

    例： 接続ユーザ名-＞ユーザ ID、アカウント、ユーザ名など 

 

    インターネットに接続する場合には、 

      ・ＰＰＰｏＥプロトコルで接続する場合（NTT の ADSL フレッツ、B フレッツに接続する場合等）と 

       用いない場合（YahooBB や、CATV に接続する場合等）があります。 

 

    WAN インタフェースに、ＰＰＰｏＥプロトコルを用いる場合は、「８．１章 ＰＰＰｏＥを用いる場合」、ＤＨＣＰにより 

    プロバイダ（ISP)からＩＰアドレスを割り振ってもらう場合は、「８．２章 ＤＨＣＰによるＩＰアドレスの割り付け」を 

    参照してください。既にグローバル IP アドレスの割り当てを受けている場合で、グローバル IP アドレスを 

    割り付ける場合は、「８．３章 WAN I/F に固定 IP アドレスを設定する場合」を参照してください。 

     

     

８．１ ＰＰＰｏＥを用いる場合 
 

    ＷＡＮインタフェースにＰＰＰｏＥプロトコルを用いる場合は、 

    （１）「WAN 接続設定アイコン」をクリックする。 

    （２）WAN 接続設定画面から、「インターネット設定」を選択し、次へのボタンを押下する。 

    （３）インターネット接続画面から、「PPPoE 接続」を選択し、次へのボタンを押下する。 

    （４）PPPoE 接続画面から、接続ユーザ名、接続パスワードを入力し、次へのボタンを押下する。 

    （５）設定完了画面で「完了」を選択する。 
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８．２ ＤＨＣＰクライアント 
 

    WAN インタフェースでプロバイダから DHCP により、IP アドレスの割り付けを受ける場合は、 

    （１）「WAN 接続設定アイコン」をクリックする。 

    （２）WAN 接続設定画面から、「インターネット設定」を選択し、次へのボタンを押下する。 

    （３）インターネット接続画面から、「DHCP または固定の IP アドレス」を選択し、次へのボタンを押下する。 

    （４）DHCP または固定の IP アドレス画面で「自動取得」を選択し、次へのボタンを押下する。 

    （５）設定完了画面で「完了」を選択する。 

 

    ・ＤＨＣＰによりＩＰアドレスを動的に割り振ってもらう場合に、コンピュータ名を指定しなければならない 

     場合（CATV 等）と、しない場合（YahooBB 等）があります。 

     コンピュータ名を指定しなければならない場合は、カスタム設定画面からシステム設定画面を選択し、 

     ホスト名の項目にプロバイダから通知されたコンピュータ名を入力してください。 

 

８．３ ＷＡＮ Ｉ／Ｆに固定ＩＰアドレスを設定する場合 
 

    WAN インタフェースを固定 IP アドレスの割り付けを受ける場合は、 

    （１）「WAN 接続設定アイコン」をクリックする。 

    （２）WAN 接続設定画面から、「インターネット設定」を選択し、次へのボタンを押下する。 

    （３）インターネット接続画面から、「DHCP または固定の IP アドレス」を選択し、次へのボタンを押下する。 

    （４）固定の IP アドレス画面で固定 IP アドレスを設定し、次へのボタンを押下する。 

    （５）設定完了画面で「完了」を選択する。 
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８．４ ＶＰＮを設定する場合 
 

    WAN インタフェースにＶＰＮを設定する場合は、 

    （１）「WAN 接続設定アイコン」をクリックする。 

    （２）WAN 接続設定画面から、「ＶＰＮ接続」を選択し、次へのボタンを押下する。 

    （３）ＶＰＮ接続画面から、「ＰＰＴＰクライアント」、または、「ＰＰＴＰクライアント」を選択し、次へのボタンを押下 

      する。 

    （４）PPTP クライアントの場合 

      PPTP クライアント画面から、接続先のホスト名または IP アドレス、接続ユーザ名、接続パスワードを 

      入力してください。 

    （５）PPTP サーバの場合 

      PPTP 接続を許可するユーザを追加してください。 

    （６）設定完了画面で「完了」を選択する。 

 

８．５ ＷＡＮ Ｉ／ＦにＩＰＳｅｃを設定する場合 
 

    WAN インタフェースに IPＳec を設定する場合は、 

    （１）「WAN 接続設定アイコン」をクリックする。 

    （２）WAN 接続設定画面から、「ＶＰＮ接続」を選択し、次へのボタンを押下する。 

    （３）ＶＰＮ接続画面から、「IPSec」を選択し、次へのボタンを押下する。 

    （４）IPSｅｃ画面で「接続先のホスト名または IP アドレス」、「リモートサブネット」、「リモートサブネットマスク」、 

      「共通鍵」を入力し、次へのボタンを押下する。 

    （６）設定完了画面で「完了」を選択する。 

 

９ ネットワークの状態を調べる場合 
 

    WAN インタフェース、LAN インタフェース、Wireless Multi Link、無線 LAN カードの状態を調べる場合は、 

    （１）「ネットワーク詳細設定アイコン」をクリックする。 

    （２）ネットワーク詳細設定画面から、調べたいインタフェースをクリックする。 

    （３）インタフェースの状態が表示されます。 

      MAC アドレスの表示、受信パケット数、送信パケット数が表示されます。 

    （４）設定を修正する場合は、「詳細設定ボタン」をクリックして、設定画面に移動してください。 
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１０ セキュリティ設定 
   第１０章では、ワイヤレスビームをインターネットからの攻撃を避けるためのセキュリティを記述しています。 

   無線ＬＡＮ通信上のセキュリティは、“５．２章 無線 LAN セキュリティ（暗号化）の設定”を参照願います。 

   ・ＷＡＮ側からのアクセスに対するセキュリティ 

    ＷＡＮ側からＬＡＮ、無線ＬＡＮ側へのアクセスについて、「セキュリティ設定アイコン」からファイアウオールを 

    設定することが可能です。 

    （１）「セキュリティ設定アイコン」をクリックする。 

    （２）セキュリティ設定画面に表示された（３）から（９）までの項目をタグで選択する。 

    （３）一般設定 

      一般設定ではセキュリティレベルが変更できます。工場出荷時には、セキュリティレベル標準と 

      なっています。標準レベルでは、受信はすべて拒否、発信はすべて許可となっています。 

      具体的には、LAN 側の PC から WAN インタフェースへ発信するもの（WEB ブラウザ等）は、すべて通し 

      ますが、WAN 側から受信したパケットは破棄します。 

    （４）アクセス制限 

      LAN 側の PC からインターネットへの特定のサービスを禁止できます。 

    （５）ローカルサーバ 

      LAN 側に設置したローカルサーバを WAN 側に公開することができます。ローカルサーバの IP アドレ 

      スと、ローカルサーバに転送するパケットの種類を指定できます。 

    （６）バーチャルコンピュータ 

      LAN 上の１台の PC をインターネットからアクセスできるようにします。WAN 側から受信した新規のパケッ 

      トは、すべてバーチャルコンピュータで定義された PC に転送されます。PC にはセキュリティ制限が無くな 

      りますので注意してください。 

    （７）リモートアクセス設定 

      WAN 側から CQW-54AGX 自身へのアクセスを可能にします。 

    （８）パケットフィルタ 

      パケットフィルタの設定ができます。 

    （９）セキュリティログ 

      セキュリティログを参照できます。 
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１１ DNS サーバ 
 

   LAN 内の PC やネットワーク機器のホスト名と IP アドレスを管理できます。 

   「カスタム設定アイコン」をクリックし、カスタム設定画面で「DNS サーバアイコン」を選択します。 

   DNS サーバ画面で、LAN 内の PC や、ネットワーク機器のホスト名、IP アドレスを登録できます。 

   LAN 上の PC から、インターネット上のドメイン名の問い合わせがくれば、本装置の DNS サーバは、 

   WAN インタフェースが「インターネットから自動的に取得した DNS サーバ」、または、「固定 DNS サーバ」 

   にフォワーディングして、インターネット上の DNS サーバから返された対応する IP アドレスを、LAN 内の 

   PC に回答します。 

 

１２ ダイナミック DNS サーバ 
 

   LAN 上の PC をインターネット上に公開する場合、ダイナミック DNS サーバに登録することができます。 

   「カスタム設定アイコン」をクリックし、カスタム設定画面で「ダイナミック DNS アイコン」を選択します。 

   ダイナミック DNS 画面で、ダイナミック DNS サービス（ｗｗｗ．ｄｙｎｄｎｓ．Org 等参照）に登録されている 

   ユーザ名、パスワード、ホスト名を登録できます。 

 

１３ DHCP サーバの設定 
 

   各種インタフェース上で DHCP サーバを有効と設定した場合に、DHCP サーバの割り当て開始 IP アドレス、 

   割り当て終了 IP アドレス、および、サブネットマスク等の指定を行います。 

   カスタム設定画面の DHCP サーバ画面を選択すると以下の図１３－１の画面が表示されます。 

 

 

 

図１３－１ DHCP サーバ画面 
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   LAN インタフェースの DHCP サーバの割り当て開始 IP アドレス、割り当て終了 IP アドレス、および、サブネッ 

   トマスク等の設定を行う場合は修正ボタンを押下してください。以下の図１３－２の画面が表示されます。 

 

 

 

図１３－２ DHCP サーバ詳細設定画面 

     

    DHCP 配布ゲートウェイ IP アドレスの指定では、LAN に接続されたパソコンである DHCP クライアントに 

    通知するデフォルトゲートウェイを指定します。 例えば、LAN 上に他セグメントに接続するためのデフォルト 

    ゲートウェイが存在している場合で、DHCP サーバのみをワイヤレスビームが担当する場合、LAN 上のパソ 

    コンに DHCP でデフォルトゲートウェイを通知できます。DHCP 配布第１DNS サーバ IP アドレス等も同様で 

    す。また、DHCP サーバ画面から、DHCP サーバとして動作している状況を確認できます。 
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図１３－３ DHCP 設定表示指定 

 

     DHCP サーバの IP アドレス割り当て状態を参照するには、DHCP 設定ボタンを押下してください。 

     図１３－４の DHCP サーバ割り当て状態画面が表示されます。 

 

 
 

図１３－４ DHCP サーバ割り当て状態画面 

 

     DHCP サーバ割り当て状態画面では IP アドレス割り当て済みのパソコン名や、その MAC アドレス、 

     割り当て時間（リース期間）が表示されます。特定のパソコンの IP アドレスを固定的に割り当てたい 

     場合は、修正ボタンを押下して、固定タイプに変更することも可能です。 
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１４ ルーティング情報の設定 
 

    HDTV エンコーダから受信した IP パケットを、ワイヤレスビームが対向するワイヤレスビームに IP パケットを 

    送信させるには、カスタム画面のルーティング設定画面でルーティング情報を設定する必要があります。 

    ホーム画面で左側のカスタム設定アイコンをクリックすると以下の画面が表示されます。 

 

 

図 14-1-1 カスタム画面 

 

    ルーティングをクリックすると、以下の画面が表示されます。 
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図 14-1-2 ルートの追加 

 

 

     ルートの追加をクリックすると、ルーティング設定画面が表示されます。 

 

 

図 14-1-3 ルーティング設定 

 

     接続名は Wireless Multi Link を選択して、送信先は HDTV デコーダのアドレス、ゲートウェイに 

     対向するワイヤレスビームのアドレスを指定してください。 
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１５ ユーザ登録 
 

   管理者の設定内容（パスワード、メールアドレス）の変更、および、本体にアクセスを許可する PPTP クライアン 

   トの設定などを行います。 

   「カスタム設定アイコン」をクリックし、カスタム設定画面で「ユーザアイコン」を選択します。 

   ユーザ画面で「修正」または「追加」を選択します。 

   ユーザ登録画面では、新しいパスワードの設定、権限の設定、メールアドレスが設定できます。 

 

１６ 日付けと時刻 
 

   日付けと時刻を設定できます。 

   「カスタム設定アイコン」をクリックし、カスタム設定画面で「日付けと時刻アイコン」を選択します。 

   日付けと時刻画面で、日付けと時刻を設定できます。 

   また、NTP プロトコルでの設定を指定することができます。 

 

１７ ファームウェアアップデート 
 

   ワイヤレスビーム本体の制御プログラム（ファームウェア）をバージョンアップさせることができます。 

   WEB ブラウザを起動している PC 上に、バージョンアップするファームウェア・ファイルを格納しておきます。 

   「カスタム設定アイコン」をクリックし、カスタム設定画面で「ファームウェアアップデートアイコン」を選択します。 

   ファームウェアアップデート画面で、PC 上にあるファームウェア・ファイル名を指定して、OK ボタンを押下して 

   ください。ファームウェアをアップデート後は、自動的に再起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

ファームウェアアップデート中に、ワイヤレスビーム本体の電源を切ったり、LAN ケーブルを 

抜いたりしないでください。誤って操作した場合は、タイミングによっては、動作しなくなる可能性が 

あります。ファームウェアのアップデートには数十秒かかりますので、しばらくお待ちください。禁止 

 
警告 
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１８ PPTP の設定 
 

   PPTP の詳細項目に関する設定を行います。 

   個別の PPTP クライアント・PPTP サーバの設定は WAN 接続設定の VPN 設定画面から行ってください。 

   「カスタム設定アイコン」をクリックし、カスタム設定画面で「PPTP アイコン」を選択します。 

   PPTP 画面から、詳細項目を設定し、OK ボタンを押下してください。 

 

１９ ＩＰＳｅｃの設定 
 

   IPSec に関して、不正アクセスを遮断するためのパラメータを設定できます。 

   「カスタム設定アイコン」をクリックし、カスタム設定画面で「IPSec アイコン」を選択します。 

   IPSec 画面から、不正アクセス遮断パラメータを設定し、OK ボタンを押下してください。 

 

２０ ＵＰｎＰの設定 
 

   UPnP を有効にするか、無効にするかを設定します。 

   「カスタム設定アイコン」をクリックし、カスタム設定画面で「UPnP アイコン」を選択します。 

   UPnP 画面から UPnP を有効にするか、しないかを設定し、OK ボタンを押下してください。 

 

２１ ＩＰｖ６ブリッジ 
 

   IPv6 形式のパケットをブリッジするかしないかを指定します。 

   「カスタム設定アイコン」をクリックし、カスタム設定画面で「IPv6 ブリッジアイコン」を選択します。 

   IPv6 ブリッジ画面から IPv6 ブリッジを有効にするか、しないかを設定し、OK ボタンを押下してください。 

 

２２ システム設定 
 

   ワイヤレスビーム本体のホスト名、ローカルドメイン名、ファイルサーバの NetBIOS ワークグループ名の設定 

   が出来ます。   「カスタム設定アイコン」をクリックし、カスタム設定画面で「システム設定アイコン」を選択し 

   ます。システム設定画面で、ワイヤレスビーム本体のホスト名、ローカルドメイン名、ファイルサーバの 

   NetBIOS ワークグループ名を設定し、OK ボタンを押下してください 

   ローカルドメイン名の設定が必要ない場合や、ファイルを共有する必要のない場合は、デフォルトのままにして 

   おいてください。 
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２３ MAC アドレスの変更 
 

   WAN インタフェースの MAC アドレスを変更することができます。 

   「カスタム設定アイコン」をクリックし、カスタム設定画面で「MAC アドレスの変更アイコン」を選択します。 

   MAC アドレスの変更画面で、MAC アドレスを設定し、OK ボタンを押下してください 

 

２４ 診断ツール 
 

   ワイヤレスビームから指定した IP アドレスへＰｉｎｇを送信します。 

   「カスタム設定アイコン」をクリックし、カスタム設定画面で「診断ツールアイコン」を選択します。 

   診断ツールの画面で、診断したい IP アドレスを設定し、送信ボタンを押下してください 

 

２５ 設定情報の初期化 
 

   設定情報を工場出荷時の状態に戻します。この操作はＷＥＢブラウザからアクセスできる場合です。 

   ＷＥＢブラウザからアクセスできない状態では、「７章 工場出荷時に戻す」を参照してください。 

   「カスタム設定アイコン」をクリックし、カスタム設定画面で「設定情報の初期化アイコン」を選択します。 

   設定情報の初期化画面で、OK ボタンを押下してください。 

 

２６ 設定情報の保存／読み込み 
 

   ワイヤレスビームに設定した情報をＰＣ上のファイルに保存したり、ＰＣ上のファイルに保存されている設定 

   情報をワイヤレスビームに反映させることができます。 

   「カスタム設定アイコン」をクリックし、カスタム設定画面で「設定情報の保存／読み込みアイコン」を選択しま 

   す。設定情報の保存／読み込み画面で、保存する場合はＰＣ上に保存するためのファイル名を入力するか、 

   読み込む場合は、ＰＣ上のファイル名を指定して、OK ボタンを押下してください 
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２７ 再起動 
 

   ワイヤレスビームを再起動させることができます。再起動時に設定されたパラメータが有効になります。 

   「カスタム設定アイコン」をクリックし、カスタム設定画面で「再起動アイコン」を選択します。 

   再起動の確認画面で、ＯＫボタンを押下してください。再起動中は、ＷＥＢブラウザは動作を停止しますが 

   ワイヤレスビームが立ちあがれば、自動的にＷＥＢブラウザが動作を開始します。 

 

２８ ファームウェア情報 
 

   ファームウェアのバージョン番号を表示できます。 

   「カスタム設定アイコン」をクリックし、カスタム設定画面で「ファームウェア情報アイコン」を選択します。 

   ファームウェア情報が表示されます。 

 

２９ システム情報 
 

   下記のシステム情報が参照できます。 

   （１）ネットワークインタフェース毎の情報 

      ＭＡＣアドレス、受信パケット数、送信パケット数システム情報 

   （２）トラフィック情報 

      ネットワークインタフェース毎のＩＰアドレス、受信バイト数、送信バイト数、受信エラーパケット数、 

      受信パケット数、送信パケット数 

   （３）システムログ 

   （４）稼動時間 

   「システム情報アイコン」をクリックし、システム情報画面で参照したい情報をタグでクリックする。 

 

３０ ログアウト 
 

   ログアウトできます。ログアウトを指定せず、ＷＥＢブラウザを使用したままで、入力しない場合は 

   タイムアウトして、接続は切れます。 

   「ログアウトアイコン」をクリックする。 
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３１ ＬＥＤ表示の内容 
 

   ワイヤレスビームには、以下のＬＥＤが表示されます。それぞれの意味は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 31-1 ＬＥＤの内容 

 

    POWER： 電源が入っている場合に緑色になります。 

    READY： 緑色は正常に動作していることを示します。橙色の場合は初期化中です。色が表示されない 

         場合は動作していません。電源を入れて数分経過して、緑色で表示されない場合は故障の 

可能性があります。 

    WIRELESS１の LED：無線 LAN カード１の LED。送信すると、点滅します。 

    WIRELESS２の LED：無線 LAN カード２の LED。送信すると、点滅します。 

    無線 LAN パラメータ設定１で Wireless1 のパラメータが設定できます。ネットワーク詳細設定画面上で、 

    “Wireless802.11a/b/g”と表示されます。無線 LAN パラメータ設定２で Wireless2 のパラメータが設定で 

    きます。ネットワーク詳細設定画面上では“Wireless802.11 a/b/g ２”と表示されます。 

 

 

RESET ﾎﾞﾀﾝ 

POWER 

READY 

WAN ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

LAN ｲﾝﾀﾌｪｰｽ
WIRELESS１の LED 

WIRELESS２の LED 

Wireless2 のアンテナ Wireless1 のアンテナ 

ｼﾘｱﾙｲﾝﾀﾌｪｰｽ 
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３２ 無線ＬＡＮステータスの表示 
   「無線ＬＡＮ設定アイコン」をクリックし、無線ＬＡＮ設定画面で「無線ＬＡＮステータス」を選択すると、以下の 

  画面が表示されます。 

 

図 32-1 無線ＬＡＮステータス 

 

  ステーション側では接続されているアクセスポイントが表示され、受信感度が表示されます。アクセスポイント側 

 では、上記の図のように、ステーション側のＭＡＣアドレス、受信感度が表示されます。 
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３３ 使用できるアンテナとケーブルの組み合わせ 
 

      ワイヤレスビームで使用できるアンテナとケーブルの組み合わせは以下の通りです。 

表３３  アンテナとケーブルの組み合わせ  

アンテナの種類 ５D-SFA RG-58A/U 

円偏波（ヘリカル）・アンテナ １２ｍ ―

パッチ・アンテナ ６ｍ ―

オムニ・アンテナ（屋外） １４ｍ ―

オムニ・アンテナ（屋内） － ３ｍ

 

      ワイヤレスビーム本体は、ＳＭＡコネクタで RG-58A/U ケーブルで接続し、５D-SFA ケーブルには 

    SMA/N コネクタ変換を行います。屋外用アンテナには N コネクタで接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      RG-58A/U ケーブル       ５D-SFA ケーブル 

 

 

図 33-1 アンテナ接続（上部から見た場合） 

     アンテナケーブルは Wireless１、または、Wireless２のアンテナ１に接続してください。 

    Wireless１または２に対し、それぞれ２個のアンテナが物理的に接続可能ですが、それぞれのアンテナ２ 

    （装置に向かって左側）は使用禁止です。キャップが付いていますので外さないでください。 

    アンテナケーブルはアンテナ１（装置に向かって右側）に接続してください。誤ってアンテナ２に接続すると 

    通信性能が大幅に低下します。 

      

RG-58A/U ケーブル ５D-SFA ケーブル 

N コネクタ 

屋外用 ANT

SMA/N ｺﾈｸﾀ変換 

Wireless２ 

 

 

 

 

 

Wireless１ 

 

N コネクタ 

屋外用 ANT

SMA/N ｺﾈｸﾀ変換 

使用禁止 

アンテナ２ 

使用禁止 

アンテナ２ 

アンテナ１ 

アンテナ１ 
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３４ アンテナケーブルの接続方法 
     ワイヤレスビームには Wireless１、または、Wireless２のアンテナコネクタがあります。偏波の異なる 

     アンテナを接続する場合はアンテナコネクタへの接続は注意してください。 

     例えば、右旋偏波のヘリカルアンテナと左旋偏波のヘリカルアンテナを用いる場合、２台のワイヤレス 

     ビームのアンテナコネクタには同じ偏波のアンテナを接続してください。パッチの場合も同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３４－１ 偏波を同一にしたアンテナ接続

ワイヤレス 

ビーム 

ワイヤレス 

ビーム 

Ｗｉｒｅｌｅｓｓ１の 

アンテナ１ 

右旋ヘリカル 

アンテナ 

右旋ヘリカル

アンテナ 

Wireless1 の

アンテナ１ 

左旋ヘリカル 

アンテナ 

左旋ヘリカル 

アンテナ 
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３５ 動作しない場合 
   （１） 無線ＬＡＮの初期導入時に動作しない場合 

    以下のことを確認してください。 

     ・２台のワイヤレスビーム間で通信させたい場合は、必ず、１方はアクセスポイント（ＡＰ）で、他方はステー 

      ションにする必要がありますので、そのようになっているか確認してください。 

     ・アクセスポイントとステーション間で通信する場合、ＳＳＩＤが同じでなければなりませんので、同じかどうか 

      確認して下さい。しかし、無線 LAN１と無線 LAN２の SSID は異なっている必要があります。 

 

 

 

 

・Wireless１、Wireless2 の LED を確認してください。ステーション側が常にチカチカと点滅している場合は、 

ステーション側からアクセスポイントが認識されていない場合があります。原因としては、例えば、一方を 

８０２．１１ａに設定し、他方を８０２．１１ｇに設定していないかどうか確認してください。 

・ＩＰアドレスの設定が正しいかどうか確認してください。 

LED が正常に点灯していても、IP アドレスが重複していたり、誤っている場合も通信ができません。 

IP アドレスがともに、工場出荷時の値で、重複していないか、確認してください。 

     ・アクセスポイントとステーションの設定が正しく、ＳＳＩＤも同じで、ＩＰアドレスの設定も問題がない場合で、 

      装置の故障かも知れないと思われる場合は、設定された情報をカスタム画面で保存し、設定された情報 

      は失いますが、工場出荷時のデフォルト（２波独立）に戻して（６章参照）、もし、ノートＰＣと無線ＬＡＮカー 

      ドがあれば、ノートＰＣの無線ＬＡＮカードのＳＳＩＤを Wireless1 に対しては、「CQW-54AGX_dev0」に、 

      Wireless2 に対しては、「CQW-54AGX _dev1」に設定して、ｐｉｎｇを送信し、ワイヤレスビームが応答するか 

      確認してください。ｐｉｎｇで応答が返った場合は、ハードウェアは動作していますので、再度設定情報を 

      見直してください。 

 

   （２） ワイヤレスビーム運用中に動作しなくなった場合 

     ・一旦電源を落とし、再度電源を入れてください。 

      起動後、ステーション側のＬＥＤの点滅を確認してください。点滅している場合は、ステーション側では、 

      アクセスポイントが認識できない状態です。802.11ａ／ｂ／ｇの設定、ＳＳＩＤの設定等、無線の設定情報を 

 ブラウザで確認し、無線の設定情報が壊れていないか確認してください。 

      起動後、ステーション側のＬＥＤが点灯し続けている場合は、ステーションがアクセスポイントを検出でき、 

     通信可能状態になっています。その状態で通信できない場合も、ＩＰアドレスの情報が壊れていないか 

       確認してください。 

・READY のＬＥＤが、緑色で安定して点灯しない場合は故障の可能性があり、弊社の保守サービスにご連 

絡ください。 

     ・通信速度が遅くなった場合にはノイズの影響が考えられます。 

      アクセスポイントのチャネル番号を変更してください。 

 

        ワイヤレスビームの「無線ＬＡＮ１」と「無線ＬＡＮ２」は別々のＳＳＩＤにしてください。 
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「CQW-54AGX（1.1.0 版）制限事項」のご案内 
 

 
本製品のご利用にあたっては、次のような制限事項がありますので、ご了承ください。 

 

 

項番 制限事項 

マルチキャストのサポートは制限とさせて頂きます。 １ 

ＬＡＮ側からマルチキャストのＩＰパケットを受信しても、ＩＧＭＰｖ２に対応してＷＡＮ／無線

ＬＡＮ側に通信を中継することができません。また、逆方向も中継できません。 

 

ＰＰＴＰサーバ、ＰＰＴＰクライアントは動作できません。 ２ 

 ＷＡＮ接続は可能です。また、ＶＰＮ－ＩＰＳｅｃの動作も可能ですが、ＶＰＮでＰＰＴＰサー

バ、ＰＰＴＰクライアントを選択した場合は動作することができません。 

 

他社の既存の無線ブリッジとワイヤレスビーム（バージョン１．１．０版）を接続した場合は

動作を保証できません。 

３ 

ワイヤレスビームの旧バージョン（バージョン１．０．１版以前）とワイヤレスビーム（バー

ジョン１．１．０版）を接続した場合も、無線ブリッジ動作が実現できませんのでご注意願

います。 

無線ブリッジ動作は、ワイヤレスビーム同士で、かつ、ファームウェアをバージョン１．１．

０版以上にした場合のみ動作します。 

 

ワイヤレスビーム（バージョン１．１．０版）対向の無線ブリッジを構成し、 

ＤＨＣＰサーバ機能を用いる場合は無線区間を越えてＩＰアドレスの割り当てを受けること

はできません。 

４ 

無線ブリッジ構成でＤＨＣＰサーバ機能を用いる場合、各ワイヤレスビーム毎にＤＨＣＰサ

ーバを有効にし、割り当てＩＰアドレスが重複しないように注意願います。 
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５ 無線モジュールにＷＰＡ－ＰＳＫ（ＴＫＩＰまたはＡＥＳ）を設定した場合は 

デフォルトゲートウェイを設定できません。 

無線モジュールにＷＰＡ－ＰＳＫ（ＴＫＩＰまたはＡＥＳ）を設定し、対向する 

無線インタフェースをデフォルトゲートウェイにする場合は、スタティックルーティング設定

機能で以下の設定を行うことでデフォルトゲートウェイと同等のルーティングが可能で

す。 

[スタティックルーティング設定からのデフォルトゲートウェイ設定について] 

 スタティックルーティング設定機能を用いてデフォルトゲートウェイを設定す 

 る場合は、ＩＰアドレスのクラスＡ，Ｂ，Ｃの特長を利用しております。 

 クラスＡの特長は３２ビットのＩＰアドレスの先頭の１ビットが０です。 

 クラスＢはＩＰアドレスの先頭２ビットが”１０”となっております。 

 クラスＣはＩＰアドレスの先頭３ビットが”１１０”となっております。 

 ＩＰアドレスの先頭４ビットをまとめます。（ｘは１でも０でも可能です。） 

    クラスＡ： ”０ｘｘｘ” 十進では０。 

    クラスＢ： ”１０ｘｘ” 十進では１２８。 

    クラスＣ： ”１１０ｘ” 十進では１９２。 

 サブネットマスクは、クラスＡでは１２８（０ｘ８０）、クラスＢは１９２ 

 （０ｘＣ０）、クラスＣは２２４（０ｘＥ０）となります。 

  ＜対向する無線インタフェースが１０．０．１．１０１の場合の例＞ 

   クラスＡのルーティング 

     宛先ＩＰアドレス： ０．０．０．０ 

     サブネットマスク： １２８．０．０．０ 

     ゲートウェイ  ： １０．０．１．１０１ 

   クラスＢのルーティング 

     宛先ＩＰアドレス： １２８．０．０．０ 

     サブネットマスク： １９２．０．０．０ 

     ゲートウェイ  ： １０．０．１．１０１ 

   クラスＣのルーティング 

     宛先ＩＰアドレス： １９２．０．０．０ 

     サブネットマスク： ２２４．０．０．０ 

     ゲートウェイ  ： １０．０．１．１０１ 

 

 



 

 - 58 - 

 

弊社へのお問い合わせ 
 

■ 弊社製品の追加購入 
弊社製品のご購入は、販売店または PLANEX DIRECT まで。 
ケーブル 1 本からレイヤスイッチまで、お客様が探しているものが見つかります。 
 

<PLANEX DIRECT> 
http://direct.planex.co.jp/ 

 
■ 製品に関するお問い合わせ 
製品購入前のご相談や、ご質問は弊社専任アドバイザーにお任せください。 
ネットワーク導入やシステム構築・拡張など、お客様のお手伝いをいたします。 
 

<ご質問/お見積もりフォーム> 
http://www.planex.co.jp/lan.shtml 

 
■ 技術的なお問い合わせ・修理に関するお問い合わせ 
製品購入後のご質問は、弊社サポートセンタまでお問い合わせください。 
豊富な知識をもったサポート技術者が、お客様の問題を解決いたします。 

 
<お問い合わせフォーム> 
http://www.planex.co.jp/support/techform 
 
<電話> 
フリーダイヤル：0120-415-977 
受付：月～金曜日、10～12 時、13～17 時 
＊ 祝祭日および弊社指定の休業日を除く 
 
<FAX> 
ファクス番号：03-5766-1615 
受付：24 時間 
 

◇ お問い合わせ前のお願い 
サポートを円滑に行うため、お問い合わせ前に以下のものをご用意ください。 
お客様のご協力お願いいたします。 
 
・ 弊社製品の製品型番とシリアルナンバー 
・ ご利用のコンピュータの型番とオペレーティングシステム名（Windows XP/Me など） 
・ ご利用のネットワーク環境（回線の種類やインターネットサービスプロバイダ名など） 
・ ご質問内容（現在の状態、症状など。エラーメッセージが表示されている場合はその詳細を書きとめて

ください） 
 
■ その他 
その他のお問い合わせ先は、弊社ホームページからお確かめください。 
 

プラネックスコミュニケーションズ 
http://www.planex.co.jp 
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質問表 
 

技術的なご質問は、この 2 ページをコピーして必要事項をご記入の上、下記 FAX 番号へお送りください。 
プラネックスコミュニケーションズテクニカルサポート担当 行 

 
FAX：03-5766-1615 

送信日：        
 

会社名  

部署名  

名前  

電話  FAX  

E-MAIL  
 

製品名 
Product name Dual 無線 LAN VPN ルータ 

型番 
Product No. CQW-54AGX 
製造番号 

Serial No 
 

 

① ご使用のコンピュータについて 

メーカー 
 

型番 
 

 

② OS 

OS バージョン       
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③ 質問内容 
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